
「保険でより良い歯科医療を」 

愛知連絡会ニュース 

保険で良い歯科医療を求める請願署名 

目標の５割（２５０００筆）を突破！  

大会で報告する大藪憲治会長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ ０ 月 ２

８日（日）に、

保険のきく

範囲の拡大、

患者負担軽

減、歯科診療

報酬引き上

げなどを求め、

「歯は命歯科

医療危機突破決起集会」が、東京・千代田区「砂

防会館」で開催され、全国の歯科医師・歯科関

係者らを中心に５８０人が参加しました。愛知

からは、保険医協会、愛知民医連を中心に愛知

連絡会として約４０名が上京しました。 

集会では歯科衛生士、歯科技工士、患者さん

らからリレートークがあり、歯科医療の必要性

と窮状がリアルに報告されました。愛知連絡会

からは会長の大藪憲治氏が愛知における「保険

でより良い歯科医療を」愛知連絡会の活動内容

について報告し、満場の拍手をうけました。集

会には国会議員も駆けつけ小池晃（共産）、大

久保潔重（民主）、川田龍平（無所属）各参議

院議員が挨拶しました。 

集会に先立ち、

有楽町マリオン

前では、１５０人

の参加で「保険で

よい歯科医療を

求める請願署名」

の宣伝行動を展

開し、繁華街のな

かでチラシをく

ばり署名をとる 

 

などして歯科医療の改善を訴えました。 

 

「保険でより良い歯科医療を」愛知連絡会で

は「医療にまわすお金を増やし、保険で良い歯

科１１月１日現在で２５０００筆を超える署

名が集約されました（目標を５００００筆）。

保険医協会の先生方の中にはニュースのＮＯ．

２で紹介した大府市の小塚先生が１人で５０

００筆をめざしあと一歩にせまっています。他

にも５００筆を超える署名を集めている先生

が増えています。各所で頑張っておられる方々

の取り組みを紹介します。 

 

患者全員への働きかけを職員全体で

確認 ー甚目寺町・鬼頭克幸先生 

 
 今回の署名

はなんとして

でも集めなけ

ればいけない

と思いました。

１ヶ月を目安

に通院患者さ

ん全員にはた

らきかけるこ

とを全職員で

確認しました。 

カルテに署名を挟んで全員にもれなく働き

かけるように、カルテにチェックする欄をもう

け、署名を渡した患者さんには○、署名をして

くれた患者さんには◎の印をつけました。診療

歯は命 
歯科医療危機突破１０．２８ 
決起集会に５８０人が参加 

２００７年１１月 ８日 

「保険でより良い歯科医療を」

愛知連絡会  ＮＯ．４ 



身振り手振りも入れて熱心に講演する池潤氏 

室で治療中に待ち時間ができるので、その時に

職員が署名のお願いをすることにしました（会

計時にお願いすると、早く帰りたい気持ちが強

いのであまり署名してくれないのではと考え

て）。「保険で良い医療を」と話すと皆さん快く

署名してくれます。 

 

 

 

 

 

 

今回の「お

口の健康講

話」は、９月

２２日（土）

午後２時か

ら名古屋市

千種区・本山

生協会館会

議室で、年金

者組合千種支部の方々を対象に開催しました。 

講師は保険医協会副理事長・歯科部会長の池潤

先生が務め、参加した約３０人の高齢者に「よ

り良く食べるはより良く生きる」のパンフレッ

トの内容に沿って説明しました。特によく噛ん

で食べることは肥満解消や心筋梗塞、あるいは

認知症の予防にも役立つこと、誤嚥性肺炎や口

臭を減らすために口腔ケアが重要なことなど

を強調しました。参加者からは、「口腔内清掃

は歯ブラシだけで十分でしょうか」「高齢にな

って唾液の出が悪くなっているが対策はあり

ますか」など次々と質問も出され、池先生が丁

寧に回答しました。 

また健康講話の後に、協会事務局から来年４

月からの後期高齢者医療制度の概要について

説明し質疑を行いましたが、池先生から「参院

選の惨敗を受けて与党が一部の凍結を言い始

めるなど情勢が変わってきています。医療費抑

制のための高齢者医療の改悪を許さず、より良

い歯科医療を実現するため署名などの運動を

さらにすすめましょう」と強く訴えがされまし

た。  

「保険でより良い歯科医療を」愛知連絡会では

出前講演会を行います。お気軽にご依頼下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「保険でより良い歯科医療を」愛知連絡会は愛

知県内の全自治体に「保険でより良い歯科医療

の実現を求める」意見書の採択を求めて陳情を

行うことを決定しました。意見書の国への要望

項目は①患者の窓口負担を軽減すること、②良

質な歯科医療ができるように診療報酬を改善

すること、③安全で普及している歯科技術を保

険が利くようにすること－－の３点です。 

同意見書の採択を求める運動は、１９９２年

の「保険で良い入れ歯を」運動で全国の自治体

の過半数で意見書が採択され、義歯の診療報酬

が改善した経験を基に、全国的に取り組まれて

おり、すでに大阪、鳥取、島根などの自治体で

意見書があげられています。 

愛知では愛知連絡会の大藪憲治会長らが１

５カ所以上の自治体をまわり、各議会議長また

は議会事務局に陳情を行いました。懇談の中で

は、「歯科医療の現状を初めて知った」、「安心

して歯科治療が受けられる事は重要なこと」な

どの意見がだされ、議会で検討することが約束

されました。 
 

 
「保険でより良い歯科医療を」愛知連絡会 

〒４６６－８６５５ 
名古屋市昭和区妙見町１９－２ 

愛知保険医会館内 
ＴＥＬ０５２－８３２－１３４９ 
ＦＡＸ０５２－８３４－３５８４ 

年金者組合千種支部で好評だ

った、お口の健康出前講座     

県下全自治体でー「保険でより良い

歯科医療の実現を求める意見書」

の陳情活動に取り組んでいます 


